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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、①情動調整障害の関与する反復性うつ病の再発の病態を明らかに
し、②情動調整障害を改善することで、再発予防ができることを検証することである。うつ状態のうつ病におけ
る情動調整障害を海外学会で報告した。健常人を対象として情動文を刺激課題とし脳機能の調整技法として呼吸
法を用い、光トポグラフィーで脳機能を測定した。呼吸法とニューロフィードバックを行った場合は、呼吸法の
みの時に比べ前頭部において脳機能の上昇を認め、海外学会で報告した。また、われわれのこれまでの研究を含
め気分障害における光トポグラフィーについての臨床研究をまとめた。

研究成果の概要（英文）：Emotional dysregulation is the underlying brain of depression. We 
hypothesized that it might be one of the pathological conditions. The purpose of this study was to 
(1) clarify the pathophysiology of recurrence of recurrent depression associated with affective 
dysregulation, and (2) verify that recurrence can be prevented by improving emotional dysregulation.
 Regarding (1), brain function was measured by optical near-infrared spectroscopy (fNIRS) in a group
 of depressed patients (major depressive disorder, bipolar disorder and adjustment disorder) using 
emotional words task in the frontal region compared to healthy subjects. Only in the patients with 
major depressive disorder showed a significant increase. Regarding (2), we reported that brain 
activity of the subjects with breathing and neurofeedback significantly increased in the frontal 
region compared to the subjects with breathing alone. In addition, we summarized clinical studies on
 fNIRS including our previous studies.

研究分野：神経画像
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研究成果の学術的意義や社会的意義
コロナ禍で日本では自殺者数が以前より増加傾向であり、自殺とうつ病は密接な関係がある。今後、うつ病にお
ける急性期治療および再発予防の必要性は高まる。本研究ではうつ病における前頭部の情動調整障害を明らかに
し、そのうつ状態の鑑別に有用な可能性があること、またうつ病の前頭部の情動調整障害の治療にニューロフィ
ードバックが有用な可能性を示唆できた可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
うつ病患者の 60％が再発を経験し，再発を繰り返すごとに再発率がさらに高まることが報告
されている。高い再発率は，休職を繰り返すなど患者の生活の質を著しく低下させるため，新た
な再発予防治療の開発はうつ病治療の重要な課題である。うつ病の再発にはストレスが関与し
ており，ストレスとストレス反応を仲介する情動調整障害がうつ病の重要な病態の 1 つに考え
られているが，再発と情動調整障害の関連は明らかにされていない。 
 
２．研究の目的 
われわれは寛解状態のうつ病患者で情動語刺激に対する脳賦活が健常人とは異なることを明ら
かにしており 1)、情動調整障害がうつ病の基盤の脳病態の 1つではないかという仮説を立てた。
本研究の目的は、(1)情動調整障害の関与する反復性うつ病の再発の病態を明らかにし、(2)情動
調整障害を改善することで、再発予防ができることを検証することである。 
 
３．研究の方法 

(1)については、われわれの既報で作成した情動語を課題として用い(図 1)、うつ状態の患者群
（うつ病、躁うつ病、適応障害）と健常群を対象に、光トポグラフィー装置で課題中の脳機能変
化を測定し、各疾患と健常群の脳機能変化を比較した。 

 
 
 
（図 1） 
情動語刺激課題を用いた
光トポグラフィーのプロ
トコール。 
 
 

 
(2)については、ニューロフィードバック（参加者が測定中の脳活動をコンピューター画面で
リアルタイムに見るというフィードバックを受けつつ，情動調整課題を用いて，脳活動を自らコ
ントロールすることを学習すること）システムを作る必要があった。そのため、①健常人を対象
にし、②上述の情動語を用いて作成した情動文を刺激課題とし（図 2）、③脳機能の調整技法と
してマインドフルネスの手法を参考にした呼吸法を用い、④光トポグラフィー装置で脳機能を
測定し、情動文刺激中の脳機能を呼吸法で自己コントロールできるか検証した。 

 
 
（図 2） 
陰性情動語を用いた陰性情動文課題
の内容。 
 
 
 

 
４．研究成果 

(1)については、幸せ情動語課題中に、健常人と比しうつ状態のうつ病患者群で前頭前部
(frontopolar area)での血流増加を明らかにした 2) （図 3）。 

 
 
（図 3） 
情動語課題
中の前頭部
脳血流変化。 
HC:健常群 
AD：適応障害 
MDD:うつ病 
BD：躁うつ病 
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 (2)については、呼吸法とニューロフィードバックを行った場合（mindfulness breathing＋
neurofeedback）は、呼吸法のみの時（mindfulness breathing）に比べ前頭部において脳機能の上昇
および気分の改善を認めたため、そのことを報告した 3,4) （図 4）。 
 

 
 
（図 4） 
ニューロフィードバ
ック中の前頭部の血
流変化。 
Inferior frontal region：
下前頭部 
Orbitofrontal region 
前頭眼窩部 
 

 
 これらから、本研究ではうつ病における前頭部の情動調整障害を明らかにし、そのうつ状態の
鑑別に有用な可能性があること、またうつ病の前頭部の情動調整障害の治療に、情動語をもちい
た前頭部ニューロフィードバックが有用な可能性が示唆された。 
 また、われわれは前頭葉機能を測定する機器として、患者に侵襲がなく測定が簡便な光トポグ
ラフィー検査を選んでいるが、われわれのこれまでの研究を含め、国内外の気分障害（うつ病、
躁うつ病）における光トポグラフィーについての臨床研究をまとめた報告を行った 5)。 
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